職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
書籍・雑誌を扱う印刷会社の製本部門で◯年間、無線綴じと中綴じのラインオペレーターを務めてきました。丁合から綴じ、三方断裁、検品までの一連工程を担当し、1日あたり約◯万部の生産に対応しています。紙種ごとに糊量・温度・圧着条件を記録して標準値をまとめ、用紙が替わっても仕上がりがぶれない調整を続けてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：書籍・雑誌・カタログを手がける中堅印刷会社の製本部門（従業員約◯名）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：製本
【担当業務】
・無線綴じ・中綴じラインのオペレーション（1日平均約◯万部、ロットは約◯千部〜）
・丁合機・無線綴じ機（ホリゾン製、ミューラー・マルティニ製）の運転と段取り替え
・三方断裁機による仕上げ断裁と、寸法・小口の仕上がり確認
・紙種ごとの糊量・温度・圧着条件の設定と調整記録の管理
・抜き取り検品、不良発生時の原因切り分けと前工程への連絡
【実績】
・糊温度と塗布量の条件を紙種別に整理し作業標準書へ反映し、背割れによる刷り直し依頼が約◯件から約◯件に減少
・丁合後の抜き取り検品の頻度と確認箇所を決めて掲示したことで、落丁・乱丁の社内発見率が上がり、出荷後の指摘が約◯件減少


■活かせる経験・知識・スキル
・無線綴じ（EVA・PUR）・中綴じ・上製本の工程理解と工程間の受け渡し
・丁合機・無線綴じ機・中綴じ機・三方断裁機の操作と段取り替え
・紙種・厚みに応じた糊量・温度・圧着条件の調整と記録
・目視検品、寸法確認、生産実績の入力と進捗共有
■資格
・製本技能士2級（20XX年X月取得）
・フォークリフト運転技能講習修了（20XX年X月）
■自己PR
紙の厚みや目、加工内容に合わせて綴じ条件を詰めていく機械調整が強みです。背割れや剥がれの報告があった銘柄について、糊温度と塗布量を段階的に変えて試し綴じを行い、条件を作業標準書に反映した結果、同銘柄の不良報告は約◯件から約◯件に減りました。貴社でも用紙や製本形式ごとの条件を記録として残し、担当者が替わっても品質が安定する体制づくりに貢献したいと考えています。
以上
